
 子ども・子育てに関する事業 平成28年度　71億9,024万円

平成27年度　67億4,077万円

比較　　　 ＋4億4,947万円

（対前年度比6.7％増）

・世代間交流事業（おじいちゃん保育助手）　552万円　（[27] 581万円）

・保育園広域利用運営費　9,000万円　（[27] 6,000万円）

・民間保育施設運営費　19億3,000万円　（[27] 16億3,006万円）

・放射能対策事業（給食食材検査等）　455万円　（[27] 447万円）

・家庭相談員費　1,337万円　（[27] 1,151万円）

・子育て相談センター運営事業　1,469万円　（[27] 1,955万円）

・子育て短期支援事業　44万円　（[27] 44万円）

・幼稚園就園奨励費　1億5,003万円　（[27] 1億5,609万円）

・わんぱく保育事業（特別支援サポート、第２子等保育料減免等）　7,843万円　（[27] 6,000万円）

・子育て応援券事業　6,729万円　（[27] 7,797万円《Ｈ26繰越分》）

・発達支援システム事業　1,871万円　【新規事業】

○保育園等整備、待機児童解消　7億1,727万円　（[27] 5億534万円）

・要支援児童放課後応援事業　794万円　（[27] 637万円）

平成28年度当初予算の概要（子ども未来部関連）

 一般会計当初予算総額

②平成27年度　452億7,000万円

①平成28年度　472億6,000万円

③比　　　較　＋19億9,000万円
　　　　　　　　（対前年比4.4％増）

○保育園等運営　26億1,189万円　（[27]22億9,934万円）
・民間育児サービス対策事業（民間育児サービス施設補助金等）　775万円　（[27] 1,344万円）

○子ども、子育て支援　6億2,828万円　（[27] 5億5,917万円）
・児童福祉総務事務費　216万円　（[27] 142万円）

・子ども・子育て支援事業　1,097万円　（[27] 1,495万円）

・ファミリーサポートセンター運営事業　601万円　（[27] 601万円）

・つどいの広場運営事業（まーる・ほっぺ）　1,056万円　（[27] 1,056万円）

・認可保育園等整備事業　4億9,742万円　（[27] 4億2,741万円）

・放課後児童クラブ整備事業　2億1,943万円　（[27] 7,751万円）

・子ども未来基金管理費　42万円　（[27] 42万円）

・母子生活支援施設措置費　270万円　（[27] 256万円）

・母子福祉対策費（母子父子自立支援員等）　2,001万円　（[27] 1,386万円）

・放課後児童対策事業（放課後児童クラブ運営委託等）　2億2,497万円　（[27] 1億7,788万円）

・保育事務推進費（発達支援保育審議会、保育士就職支援講座等）　993万円　（[27] 1,051万円）

・保育園臨時職員費　4億円　（[27] 4億円）

・保育園運営費（児童登降園管理システム保守、第三者評価業務委託等）　1,260万円　（[27] 1,382万円）

・保育園保健費（保育園嘱託医報酬、各種検査手数料等）　1,234万円　（[27] 1,341万円）

・保育園管理運営事業（公立11園）　1億3,920万円　（[27] 1億4,782万円《公立12園》）



・妊産婦医療費助成事業　3,909万円　（[27] 3,962万円）

・重度心身障害者医療費助成事業　1億4,565万円　（[27] 1億4,022万円）

○各種手当、医療費助成等　32億3,280万円　（[27] 33億7,692万円）
・児童手当費　21億374万円　（[27] 22億1,995万円）

・遺児手当費　246万円　（[27] 268万円）

・児童扶養手当費　5億6,089万円　（[27] 5億6,349万円）

・こども医療費助成事業　3億3,378万円　（[27] 3億5,984万円）

・ひとり親医療費助成事業　4,719万円　（[27] 5,112万円）


